
当教室は, 生後間もない乳児期から永久歯列が完成

し, 成人期を迎えるまでの間, 総合的な小児期の口腔

健康増進を目指して, 臨床と教育, 研究を担当してい

ます｡

小児歯科医は, 子ども達と長く接することで, 成長

期を通して起こる歯や口の様々な異常を予見あるいは

早期に発見し, 対応することができます｡ 歯や口の健

全な成長と機能発育の達成に向かってともに歩み, 子

ども達と保護者の方々を支援していきたいと考えてい

ます｡ また, 子ども達が成人期や高齢期を迎えた時に

も, 健康で豊かな人生を送るための基礎作りを行いた

いと考えています｡

このような背景から, 当教室の研究テーマは, 小児

期の顎口腔機能と形態の解明, および乳歯由来の���
細胞を用いた再生医療研究に主眼を置き, これらの研

究成果が日々の小児歯科診療の成績を向上させ, 子ど

もたちの健康増進に役立つように努めています｡����������������������������
本研究の特徴は, ① 他の研究機関では行われてい

ない独創性の高いもので, ② 医科臨床にも応用でき

て, その有用性が非常に高く, ③ 小児歯科医の診断・

治療の必要性を提示するところにある｡

具体的には上気道通気状態検査システム (鹿児島大

学知的財産, ノウハウ取得) を確立し, これまで困難

とされてきた上気道通気状態の評価を可能にした｡ そ

の結果, 上気道通気障害が歯列不正の原因であること

を明らかにした (日本小児歯科学会優秀発表賞２回,

日本矯正歯科学会優秀発表賞２回－論文１, ２, ７,

８)｡ さらにこのシステムは閉塞性睡眠時無呼吸症候

群の診断に有用で, 治療成績の向上に貢献することを

示した (形成外科学会奨励賞, 日本矯正歯科学会優秀

発表賞, 睡眠学会ベストプレゼンテーション賞－論文

投稿中)｡ 本研究は上気道通気障害が原因で生じるあ

らゆる医科的疾患に対する治療成績向上も期待され,

多くの研究テーマ (漏斗胸, 夜尿症等) が予定されて

いる｡ その一方で, 上気道通気障害の改善について小

児期の咬合治療の有用性を示す研究も行っている (論

文作成中)｡���������������
小児における咀嚼運動機能の評価法を確立し, 成人

と比較して運動の円滑性という観点から咀嚼運動機能

の発達を明らかにすることを目的とし, ����������を
用いた運動機能の評価に関する研究を, 大阪大学 顎

顔面口腔矯正学分野と共同で行っている｡ ����������
とは, ヒトの運動において確立された単一パラメータ

であり, 運動の時間, 速度, 加速度などの多くの運動

要素を総合的に評価し, ｢運動の円滑性｣ を表す非常

に有用な指標であり, 乳歯列期小児のガム自由咀嚼運

動時の切歯点と臼歯点における��������の正常値を
確立した (論文13)｡ 今後, 歯列咬合異常の治療によ

る形態改善だけでなく口腔機能改善の数値評価が可能

となり, 診断や評価の手助けになると期待される｡������������������������
小児の口腔機能不全は, 顎顔面頭蓋の成長過程にお

いて様々な形態異常の誘因になると考えられているが,

口腔機能不全の原因についてはいまだ未解明な点が多

い｡ 口腔機能不全の中でも小児に頻発すると言われて

いる口呼吸に着目して, 小児の口呼吸に関連のある各

種因子の抽出と, 口唇閉鎖力との関連性に関する研究

を行った結果, これまで証明されていなかった口呼吸
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と口唇閉鎖力の関係について, 明確な関連性を示すこ

とができた｡ また, アレルギー性疾患や鼻疾患の関与

も示唆された (日本小児歯科学会優秀発表賞－論文作

成中)｡ 今後は, 本研究で明確化された原因に対し,

臨床的介入を行うことで, 顎顔面軟組織の成長変化を

適切に導くことができるかを検証する予定である｡������������������
食事の自立には ｢口腔機能｣ ｢と上肢機能｣ の二つ

の条件が必要となる｡ 当科では, ｢口腔機能｣ の動態

解析については多く知見を得ている (日本小児歯科学

会奨励賞 論文９－11)｡ 一方 ｢上肢機能｣ は, 手指

を使って捕食しやすい位置に食物を運ぶ運動であり,

機能が発揮されるためには, 姿勢の保持や制御も必要

となる複雑で繊細な統合機能であるが, 解明が遅れて

いる｡ 当科ではモーションキャプチャを用いて, 成人

の食事動作を解析した結果, 口腔内に取り込む食物の

大きさが大きくなると, 開口量が増加し, 体全体はよ

り前下方へ前傾するものの, 頭部は後屈することで床

に対する頭の傾きはほぼ一定を保つことが明確になっ

た (論文４)｡ 今後は成人の結果を基準とし, 小児の

食事動作時の上肢, 体幹と口の協調的発達過程を解明

する予定である｡���������������
歯科医療従事者が患者に対して歯の刷掃指導をする

際, 患者の手技の習得段階は主観的にしか評価されて

いないのが現状であり, 指導・評価の指標は明確にさ

れていない｡ 歯科医療従事者が適切な指導を行い, 評

価するためには, 刷掃動作を定量的に評価する方法を

確立し, 科学的な根拠を示す必要がある｡ 当科では工

学部・機械工学科との共同研究で, モーションキャプ

チャを用いて, 歯科衛生士の刷掃動作を計測し, 定量

的評価方法を確立した｡ さらに, 刷掃動作は上肢の各

関節の協調運動と肘での固有運動リズムの発生により

営まれ, その動きが歯ブラシに反映されていることを

明らかにした (論文６, 12)｡ 今後, 先行研究で得ら

れた歯科衛生士の刷掃動作を指標として, 小児の特徴

を明らかにする｡ さらに, 小児の刷掃動作を向上させ

る歯ブラシの形態を考案し, 刷掃効率の変化を検討す

る予定である｡��������������������
当教室では, 鹿児島大学用ミニブタ先端医療開発研

究センター・遺伝子発現制御学分野や, 関連する様々

な施設・大学と共同研究を行っており, 最先端研究で

ある ���細胞を用いた再生医療研究を推進している
(論文５)｡ 当科では, 乳歯の再生医療への応用を目指

し, 乳歯歯髄細胞より得られた���細胞から乳歯歯髄
幹細胞への������分化誘導法に関する研究を行って
来た｡ その結果, 歯髄細胞から発現プラスミドを用い

た�������������処置で���細胞樹立を試みた場合,���細胞が樹立できる乳歯歯髄細胞とそうでない細胞
とが存在した (論文投稿中)｡ その過程で, 乳歯歯髄

細胞の特性と���細胞のでき易さには相関性があるこ
とが明らかになり, 増殖性が高いもの, ���4 や�����など他の幹細胞特異的遺伝子発現が高いもの
が���細胞になり易いという結果を得た (論文作成中)｡
今後, 上記特性に基づき, ヒト歯髄幹細胞の同定, 選

択的濃縮法を確立したいと考えている｡���������������
１. 科研費基盤� (～2012) 流体シミュレーション技

法による３次元管腔気道形態の通気機能と顎咬合

状態との関連評価

２. 科研費基盤� (～2012) 流体シミュレーションに
よる小児 ����通気障害部位の特定と治療予測
モデルの構築

３. 科研費基盤� (～2012) 仮説：歯列咬合状態から
捕食動作は推察できる

４. 科研費基盤� (～2012) 独創的な手法を用いたヒ
ト���細胞由来の歯形成細胞群の濃縮法の樹立

５. 科研費基盤�(～2013) 汎用性の高い特異的組織・
細胞破壊システムを用いた歯形成不全マウスの作

製と応用

６. 挑戦的萌芽研究 (～2013) 流体－構造連成解析を

用いた小児睡眠時無呼吸症候群の通気障害評価シ

ステムの構築

７. 科研費若手� (～2012) 小児の食事動作の発達を
運動計測から解明する新たな試み

８. 科研費若手�(～2012) 上気道流体シミュレーショ
ンによる小児 ����の新しい診断法と歯科的対
応法への展開

９. 科研費若手� (～2012) 口唇口蓋裂児における哺
乳床の知られざる効果を探る

10. 科研費若手� (～2013) 呼吸様式は ｢食べ方｣ に

影響するのか？

11. 富徳会 (2012年度) モーションキャプチャを用い

た小児の歯磨き動作解析と新しい歯ブラシ形態の

考案
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当分野の研究と臨床は, 本大学医学部, 歯学部, 工

学部の多くの分野の先生方や歯科衛生士, そして, 他
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の下で, 行われております｡ この場をお借りして感謝

申し上げます｡
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